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履修に
当たっての
注意・助言

新しい言語を学習するのは英語以来、という人が大半ではないでしょうか。受け身の姿勢では、一からはじめる
新しい言語の習得はできません。すすんで、声を出し、手で文字を追い、フランス語表現を考え出すといった
積極的な授業参加が不可欠です。その姿勢さえ忘れずにいれば、フランス語の習得とともに新しい世界が、間
違いなく開けて来ます。

講義計画

 
1. イントロダクション　　　　　　　　　　フランス語の発音について 
2. バリ到着 (1)                                                  主語人称代名詞 
3. バリ到着 (2)        　　　　　　　　　　　　動詞 etre 直接法現在の活用 
4. ホテルで (1)　　　　　　　　　　　　　　動詞 avoir の直接法現在の活用 
5. ホテルで (2)　　　　　　　　　　　　　　形容詞の性・数の一致 
6. ランデヴー(1)　                                             第一群規則動詞の直接法現在の活用 
7. ランデヴー(2)　　　　　　　　　　　　　 所有形容詞 
8. 復習　　　　　　　　　　　　　　　　　 　既習事項の再確認 
9. カフェで(1)　　　　　　　　　　　　　　 形容詞の位置 
10.カフェで(2)　　　　　　　　　　　　　　否定文 
11. 電話をかける(1)　　　　　　　　　　　  指示形容詞 
12. 電話をかける(2)　　　　　　　　　　　  近い未来・過去 
13. 道を尋ねる(1)　　　　　　　　　　　　　疑問代名詞 
14. 道を尋ねる(2)　　　　　　　　　　　　　中性代名詞   y
15. フランス文化体験　　　　　　　　　　　 映画鑑賞 
16. 市場で買い物をする(1)　　　　　　　　　部分冠詞 
17. 市場で買い物をする(2)　　　　　　　　　中性代名詞   en
18. サッカーを観戦に行く(1)　　　　　　　　疑問形容詞 
19. サッカーを観戦に行く(2)　　　　　　　　非人称構文 
20. デパートで (1)　　　　　　　　　　　　　比較級 
21. デパートで (2)　　　　　　　　　　　　　最上級 
22. 復習　　　　　　　　　　　　　　　　　 既習事項の確認 
23. 紹介する(1)　　　　　　　　　　　　　　補語人称代名詞 
24. 紹介する(2)　　　　　　　　　　　　　　代名動詞 
25. 旅の話をする(1)　　　　　　　　　　　　複合過去形   (1)
26. 旅の話をする(2)　　　　　　　　　　　　複合過去形   (2)
27. 別れを言う (1)　　　　　　　　　　　　   単純未来形   (1)
28. 別れを言う (2)　　　　　　　　　　　　   単純未来形   (2)
29.実用フランス語検定5級模試 
30. フランス文化体験　　　　　　　　　　　　映画鑑賞   
 
 

テキスト 新・彼女は食いしん坊 1.

参考書 Le Dico 現代フランス語辞典 (白水社)

目的と概要
フランス語の入門者として必要な基礎的な語学力を、文字通り「身につける」ことを目的とする。またあらたに学
ぶ言語の体得を通じて、フランス語話者が作り出した、文化、社会の一端にも触れ、あらためて自分たちが当た
り前のように身を置く、この日本のあり方をもう一度振り返ってみるきっかけとする。

成績評価法 大切な学習事項を学ぶごとに行われる、10回程度の小テストの成績による。

開期 通年 火曜日1限

授業テーマ
フランス語の基礎を学ぶことを通して、アメリカや日本とはまた違った文化のあり方、社会の仕組みなどにも触
れる。

科目名 フランス語Ⅰ（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）

担当教員 藤澤　秀平

配当 人間1･薬学1

2010年度




